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特別活動の原則は「為すことによって学ぶ」ですが、ただ活動を繰り返すだけではもったいないです。

特別活動を通して資質、能力を育むには、「評価と振り返り」が重要です。活動後に「振り返り」を行い、

それを「評価」し、フィードバックすることで「個」と「集団」が高まっていきます。 

 

 

 話合い活動や実践活動のあとに自己評価や相互

評価の場を設定し、結果だけではなく活動の過程

を振り返ることで、自分の成長を実感し、次は何

をどのように頑張るかという新たな目標が生まれ、

「個」の成長につながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、自己評価だけではなく、子ども同士に

よる相互評価の場を設定することで、自信を深

めたり、自分だけでは気付かなかったことに気

付いたりすることができます。 

 

 

 

教師が、子どもたちに自らの成長に気付くこと

ができるような関わりをすることで、一人一人が

自己の変容を実感できるようにします。そうする

ことで、自分の成長をなかなか見付けられない子

どもたちも成長を自覚することができます。 

 

 

 

 

 

 

 教師がどのように関わるかを考える際に欠かせ

ないのが評価規準です。活動を通してどのような

姿を目指すのかを明確にすることで、どのように

関わっていくか、どのように評価するかが見えて

きます。学年の発達段階や学級の実態を考え、評

価規準を設定して取り組んでみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：ハンドブック P８評価規準表） 

 

 

 

評価と振り返り 

なぜ評価と振り返りが大切なのか？ 

自己評価と相互評価 

「何ができるようになったか」 

 →成長実感、成長自覚 

 

「次もみんなで楽しく活動し

たい」 

 →次の活動への意欲 

「次は〇〇を頑張ろう。」 

 →新たな目標 

 振り返りの内容を全体にフィードバック

することで、考えを広げたり深めたりする

ことができ、「集団」の成長にもつながり

ます。 

 

評価規準 

教師による他者評価 

 話合い活動の振り返りを通して、合意形

成を図るために必要な話合いの仕方が身に

付き、次の話合い活動につながるようにす

るとともに、実践活動への意欲を高めるこ

とができるようにしましょう。 

 

では、どのような評価方法があり、どのように評価をするとよいのでしょうか。ここでは、「学級活

動（１）」に焦点を当てていくつか紹介します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

【表面】学級会の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話合い活動〜学級会ノートを見直そう〜 

児童の実態に応じて振り返りの視点の置き方を工夫 
○発達段階や子どもたちに育成したい力を踏まえて、振り返りの視点を絞りましょう。 

 

 

 

 

 

 

※書く量や形式などを工夫して、カードを作成してみましょう。 

 

 

 

 

「振り返りを書いてみよう。」という教師の問いかけに「何を

書いたらよいのか分からない…」とつぶやく子どもたちの声を、

私は何度も聞いてきました。振り返りの視点を示すことによ

って、子どもたちの振り返りに変容が生まれるのではないでし

ょうか？普段活用している学級会ノートを、見直してみません

か？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

第  回 学級会ノート 

日時 月  日（ ）  時間目 名前  

計
画
委
員
会 

司会 

・ 

司会 

・ 

記録（黒板） 

・ 

・ 

記録（ノート） 

 

議
題 

 

提
案
理
由 

（提案者：    ） 

 

 

 

決
ま
っ
て
い
る
こ
と

 

 

話し合う内容 自分の意見（理由もしっかり書こう） 

話合い① 

 

 

 

 

意見 

理由 

 

 

話合い② 

 

 

意見 

理由 

 

 

決まったこと 
話合い① 

話合い② 

自己評価 

（◎・〇・△） 

①理由を付けて、自分の意見を出し合うことができましたか。 

②自分と友達の考えをくらべ合うことができましたか。 

③自分もよくて、みんなもよいものに決定することができましたか。 

④決まったことをやってみたいですか。 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

○何をくらべ合い

ましたか？ 

 

 

○なぜみんなで決

めることができ

ましたか？ 

 

 

○決まったことに

向けて、自分はど

のように取り組

みますか？ 

 

 

 

＜振り返りの視点（例）＞ 

○何をくらべ合いましたか？ 

 →くらべ合う素地を育成していきま

す。選択肢の質の違いや自分たち

が大切にしたい価値を振り返る

ことができます。 

 

○決めるために、自分や、みんなは、

何をできましたか？ 

 →合意形成の方法や、友達の意見

のよさなど、合意形成に必要な要素

に気付いていけるようにします。 

 

○決まったことに向けて、自分はど

のように取り組みますか？ 

 →合意形成したことへの納得度、どれ

ぐらい目的意識・役割意識をもっ

て活動に取り組もうとしているかを

見取ることができます。 

 

 

 

 

 

 

学級会ノート
の振り返り 

～振り返る視点を 

明らかに～ 

 

選択肢の相違点が生まれないまま話

合いが進まず、なかなかくらべ合う

ことができない… 

→くらべ合う視点に重点を置いた

振り返りを！！ 

 

「わたしは～に賛成です。理由は…」

と意見を出し合ってばかりで、なか

なか合意形成できない… 

→合意形成をするための視点に

重点を置いた振り返りを！！ 

 



【裏面】一連の活動の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

児童の実態に応じて 
○児童の負担にならないように、発達段

階に応じて、「○○だけは書いてみよ

う。」と書く内容を絞ってもよいです

ね。学年が上がるにつれて、４つの視

点で書けるように教師が関わってい

きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

＜振り返りの視点（例）＞ 

①自分の成長・課題 

・今回の活動のめあての○○を考

えながら、友達と協力して取り

組めた。 

・次は自分の苦手な～にも、取り

組んでいけるようになりたい。 

 

②友達のよさ・頑張り 

・○○さんの取り組み方がよかっ

たよ。 

・今まで気付かなかった○○さん

の～なよさが見えたよ。 

 

③集団（クラス）の成長 

 ・前より○○の力が高まった。 

 ・前の活動より、クラスみんなで

○○ができるようになったと

ころが変わったよ。 

 

④集団（クラス）の課題・次に目指

す姿 

 ・今回の活動では～だったから、

もっと○○クラスになってい

きたい。 

 ・もっと○○な活動をしていきた

い。 

 

 

 

 

月   日（   ） 

活動の振り返り 

自己評価 

（◎・〇・△） 

①活動のめあてを考えながら活動できましたか？ 

②自分の役割に、一生懸命取り組むことができまし

たか？ 

③友達と力を合わせて、みんなで楽しんで活動でき

ましたか？ 

④活動を通して、学級目標に近づくことができまし

たか。 

（  ） 

（  ） 

 

（  ） 

 

（  ） 

○自分の成長・ 

次へのもっと 

 

 

 

 

○友達のよさ・ 

頑張り発見 

 

 

 

 

○クラスの成長 

 

 

 

 

○ ク ラ ス の 課
題・次へのも
っと 

 

 

 

 

 

自己の変容を
実感できる 
振り返り 

～教師の価値付け～ 

 

子どもは無意識に自己や集団の変容を振り返りに綴ります。 

そのような子どもの無意識の変容は、教師の価値付けによっ

て、意識化できるのではないでしょうか？ 

一連の活動を終えて、教師の価値付けが曖昧だと、子どもた

ちも「なんとなく、みんなでやり遂げてよかった。」「なんとな

く、話し合って決まってよかった。」と終わってしまいます。 

学級会ノートの個の振り返りや、学級での集団の振り返りの

中で教師が具体の姿で価値付けることによって、子ども

は、個や集団の成長や課題を意識化できるのだと思います。 

 

 

 

 

 

https://www.irasutoya.com/2016/02/blog-post_329.html


【実践例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前はあまり発表できなかったけどできた。 

・学級会をするクラスが一番いいと思った。 

・たくさん意見を言うことができた。        など 

【何をくらべ合ったか】 

・「声をかける」「時計を見る」の二つの意見をくらべた。 

・自分の意見と友達の意見をくらべた。 

・二つの意見のちがいは何かをくらべ合った。        など 

【なぜ決めることができたか】 

・司会が上手にまとめてくれたから。 

・心配なことが出た時に解決する意見を言ってくれたから。 

・みんなが納得できる意見を探ったから。          など 

【どのように取り組むか】 

・まずは自分が時間を意識して、近くに人に声をかける。 

・得意ではないけれど、頑張ってみようと思う。       など 

振り返る視点を設定 

振り返る視点を設定すること
で、話し合う時に大切なこと
への気付きが生まれ、話し合
う力が高まっていきます。 

 

何をどう振り返るのかという
「振り返り方」が分かるの
で、どの子も振り返ることが
できます。 



 

 

 

【立ち上げ・計画】 

○係ポスター・計画表 

 係ポスターを作成し、みんなで楽しい学

級生活をつくるために発意・発想を生かし

たものかどうかを評価していきます。5 年

生では、活動計画を立てることが評価規準

に加わってきます。具体的な活動計画を立

てることなどの様子から評価することが

できます。 

 

 

【自己評価と関連させて】 

○ランチミーティング 

 週に１度曜日を決めて、係で集まって給食を食べながら活動状況を確認したり、見直しを

したりします。 

○係ノート、計画表 

 ノートを作って、週に一度は会議を行い、活動状況や今後の計画などについて記録するよ

うにします。 

○定期交流会 

 定期的に代表者が集まり情報交換会を行い、活動計画を紹

介しアドバイスなどを行います。 

○振り返りカード 

 項目に評価規準を参考にして作成します。左のカードは 5

年生で使用しているものです。項目に 5 年生の評価規準だ

けを入れるだけではなく学年を低学年のものから入れるこ

とで、学級が現在どの段階にいるのかを把握することができ

ます。 

 書いてある内容に、友達と協同したことへの達成感や次の

活動への見通しをもつことができれば、十分満足できる活動

の状況であると考えます。 

 

【相互評価と関連させて】 

○係への提案カード・ありがとうカード 

 他の係にアドバイスしたり、互いの係のがんばりに気付いたりする活動を通して、協同し

ながら学級生活をよくしようとしているところを評価していきます。 

係活動 



○係コーナー 

 係活動コーナーを作成し、係ポスターや係新聞などを掲

示します。係ごとの情報発信、係同士の交流の場として活

用していきます。係ごとにポスターや新聞を評価の参考に

することも考えられます。また、それと共にみんなの声を

書くコーナーも設け、係への要望やよかったことを書ける

ようにします。 

○帰りの会 

 当番活動と同様に、「よいところみつけ」などのコーナー

で楽しかった活動やがんばって活動していた友達、役にた

ったことなどを紹介します。教師からも、紹介していくと

よいです。 

 

 

 

【イベントと関連させて】 

○係発表会 

 一人一人の成長が学級全体の成長へとつながるように、「係活動発表会」を開催してみま

しょう。係ごとに取り組みを紹介し、認め合う時間をもつことで子どもたちがお互いのよさ

やがんばりに気付けるようにします。そして、教師の価値づけにより、その良い点をさらに

伸ばし、もっと学級の中でさらに生かしていくことで学級全体の高まりにつなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○係賞の設定 

 お互いのよさを認め合う場として係賞を設定することで、みんなのために取り組んだ活動

が認められた満足感が次の活動意欲へとつながっていきます。高学年では，学級会の議題と

して係の反省を取り上げるのもよいですし、賞状やメダルを贈り合うことも係活動が活 

性化することにつながります。評価の視点を子どもたちに意識させることができます。先生

からも賞状を送ると今後どのような活動を行えばよいのか考える材料になります。 

 

 

プログラム例（低学年向き） 

①各係からの発表 

・どんな仕事をしたかな？ 

・がんばったことは何かな？ 

・友達からの質問や感想 

②先生から 

プログラム例（中・高学年向き） 

①はじめの言葉 

②各係からの発表 

③質問・感想タイム 

④表彰式 

⑤先生から 

⑥終わりの言葉 



小学校

目標

１年

・どんなことを話し合ったらよいかを
教師とともに考えることができる。

・教師が進行する学級会において、
司会や記録の役割を果たす方法を
理解している。

みんなで相談するよさを理解し、教
師と共に話し合って決める方法を身
に付けている。

・話し合って決めたことを理解し、教
師の助けを借りながら、楽しく活動す
る方法を身に付けている。

１年

・みんなで学級を楽しくするために係
活動に取り組むことの意義を理解し
ている。
・自分の役割が分かる。

集会活動の楽しさを知り、自分の八
鍬氏について理解している。

１年

・自分の身の回りの課題を解決する
ための取組は大切だということを分
かっている。
・基本的な生活を送るための方法を
身に付けている。

１年

・希望や目標をもつこと、働くことや
学ぶことは大切だということを分かっ
ている。
・自己実現を図るために必要な方法
を身に付けている。

２年

・どこを中心に話し合ったらよいかを
教師とともに考え、計画することがで
きる。

・教師の助けを借りながら、学級会
の司会や記録の仕事を理解し、手伝
う方法を身に付けている。

話合いの進め方に合わせて、自分
の意見の伝える方法を身に付けてい
る。

・話し合って決めたことを理解し、教
師の助けを借りながら、集団活動に
楽しく参加する方法を身に付けてい
る。

２年

・みんなで学級を楽しくするために係
活動に取り組むことの意義を理解し
ている。
・活動をするために必要な方法を身
に付けている。

簡単な役割分担や準備の仕方を身
に付けている。

２年

・基本的な生活を送るためには、「何
を」「どのように」行うとよいか分かっ
ている。
・基本的な生活を送るための方法を
身に付けている。

２年

・「なりたい自分」を意識し、目標を達
成するためには「何を」「どのように」
行うとよいか分かっている。
・自己実現を図るために必要な方法
を身に付けている。

３年

・教師とともに計画委員会で進行の
準備を考え、提案の準備をすること
ができる。

・学級会の進め方を理解し、教師の
助けを借りながら、シナリオに合わせ
て進行し、記録する方法を身に付け
ている。

話合いの進め方や意見の出し方、友
達の意見の聞き方を理解し、話し合
う方法を身に付けている。

・話し合って決めたことをもとに、自
分の役割を果たしながら、集団活動
に協力して取り組む方法を身に付け
ている。

３年

・当番活動との違いなど、みんなで
楽しい学級をつくるために他者と協
働して係活動に取り組む意義を理解
している。
・自分たちの係のよさが分かり、創意
工夫を生かした活動に必要な方法を
身に付けている。

集会活動の進め方や役割分担の方
法について理解している。

３年

・日常生活の課題を解決するための
取組は大切だということを分かって
いる。
・よりよい生活を送るための方法を身
に付けている。

３年

・どうして希望や目標をもつことが大
切なのかを分かっている。
・自己実現を図るために必要な方法
を身に付けている。

４年

・教師の助言をもとに計画委員会を
運営し、話し合うことや順序などの活
動計画を立てることができる。

・学級会の意義（大切さや価値）を理
解し、シナリオに合わせて進行し、記
録する方法を身に付けている。

話合いの進め方を理解し、進め方に
沿って自分の意見を伝えたり、友達
の意見を聞いたりすることできる。

・話し合って決めたことをもとに、自
分の役割を理解し、分担した役割を
果たしながら、集団活動に協力して
取り組む方法を身に付けている。

４年

・当番活動との違いなど、みんなで
楽しい学級をつくるために他者と協
働して係活動に取り組む意義を理解
している。
・係活動の改善の方法が分かり、創
意工夫を生かした活動に必要な方法
を身に付けている。

計画や運営、準備など活動に必要な
方法を身に付けている。

４年

・よりよい生活を送るためには、「何
を」「どのように」行うとよいか分かっ
ている。
・よりよい生活を送るための方法を身
に付けている。

４年

・将来のことを意識しながら「なりた
い自分」を意識し、目標を達成するた
めには「何を」「どのように」行うとよ
いか分かっている。
・自己実現を図るために必要な方法
を身に付けている。

５年

・計画委員会で、話合いの具体的な
計画を立て、必要な資料や運営の準
備を能率よく整えることができる。

・学級会の意義（大切さや価値）を理
解し、シナリオに合わせて進行し、要
点を押さえて記録する方法を身に付
けている。

議題提案の仕方が分かり、提案され
たことについて自分の意見を伝えた
り友達の意見を聞いたりする方法を
身に付けている。

・話し合って決めたことをもとに、み
んなのために役割を果たす大切さを
理解し、準備したり、活動したり、振り
返ったりする方法を身に付けている。

・自主的に活動できる範囲で運営を
工夫する方法を身に着けている。

５年

・みんなで楽しく豊かな学級生活をつ
くるために係活動に取り組むことの
意義を理解している。
・係以外の友達の意見や要望を取り
入れながら、創意工夫を生かした活
動に必要な方法を身に付けている。

集会活動の意義や運営方法につい
て理解している。

５年

・健全な生活を送るためには、「何
を」「どのように」行うとよいか分かっ
ている。
・健全な生活を送るための方法を身
に付けている。

５年

・何のために働くのか、何のために
学ぶのかを分かっている。
・自己実現を図るために必要な方法
を身に付けている。

６年

・計画委員会を自主的に運営し、有
意義な話合いになるように活動計画
を立て、必要な資料や運営の準備を
能率よく整えることができる。

・学級会の意義や計画委員会の役
割、計画的な進め方を理解し、活動
計画をもとに、合意形成に向けて効
率的に話合いを進行し、多様な考え
を分かりやすく分類しながらまとめて
記録する方法を身に付けている。

提案された議題と提案理由を理解
し、提案理由に沿って自分の意見を
伝えたり友達の意見を聞いたりする
方法を身に付けている。

・話し合って決めたことをもとに、より
よい学級生活をつくる大切さを理解
し、準備したり、活動したり、振り返っ
たりする方法を身に付けている。

・自主的に活動できる範囲で運営を
工夫する方法を身に付けている。

６年

・みんなで楽しく豊かな学級や学校
の生活をつくるために係活動に取り
組むことの意義を理解している。
・各係の取り組み方の良さを理解し、
創意工夫を生かした活動に必要な方
法を身に付けている。

計画や運営、準備など活動に必要な
方法を身に付けている。

６年

・健全な生活を送るための知識や行
動の仕方を身に付けている。
・自分で考えたことや決めたことを行
うことができる。

６年

・自分のよさを生かしながら「なりた
い自分」を意識し、目標を達成するた
めには「何を」「どのように」行うとよ
いか分かっている。
・自己実現を図るために必要な方法
を身に付けている。

話合い活動
計画委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事後の活動

学級活動（１）
学級や学校における生活づくりへの参画

内容

評
価
規
準

よりよい生活
を築くための
知識・技能

形態 係活動 集会活動

低
学
年

中
学
年

高
学
年

低
学
年

中
学
年

高
学
年

学級活動（３）
一人一人のキャリア形成と自己実現

希望や目標をもつこと、働くことや学
ぶことの意義を理解し、自己実現を
図るために必要な知識や行動の仕
方を身に付けている。

希望や目標をもつこと、働くことや学
ぶことの意義を理解し、将来への見
通しをもち、自己実現を図るため
に必要な知識や行動の仕方を身に
付けている。

希望や目標をもつこと、働くことや学
ぶことの意義を理解し、自己のよさ
を生かしながら将来への見通し
をもち、自己実現を図るために必要
な知識や行動の仕方を身に付けて
いる。

【評価規準】 【評価規準】

低
学
年

中
学
年

高
学
年

学級活動（２）
日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

自己の身の回りの諸課題の改善
に向けて取り組むことの意義を理解
し、基本的な生活を送るための知識
や行動の仕方を身に付けている。

日常生活への自己の適応に関す
る諸課題の改善に向けて取り組む
ことの意義を理解し、よりよい生活
を送るための知識や行動の仕方を
身に付けている。

日常生活への自己の適応に関する
諸課題の改善に向けて取り組むこと
の意義を理解し、健全な生活を送る
ための知識や行動の仕方を身に付
けている。



小学校

目標

１年

・教師とともに、学級会で話しあうべ
き議題を考えている。

・学級会で話しあうことが分かり、自
分なりの考えをもっている。

・先生や友達の話を最後まで聞いて
いる。

・自分と他者の意見の違いを考えて
いる。

・自分の考えをもち、思ったことを
はっきり表現している。

・話し合って決めたことを仲良く実践
し、活動の楽しさを味わっている。

・自分の活動したことがうまくできた
かを振り返っている。

１年

・自分はどんな活動をやってみたい
かを考えることができる。
・自分も学級のみんなも楽しめる活
動を、つくりあげることができる。

１年

・身の回りの課題について知り、解決
方法について自分の考えをもつこと
ができる。
・解決方法を意思決定することがで
きる。

１年

・希望や目標をもつこと、働くことや
学ぶことについての課題を知り、解
決方法について自分の考えをもつこ
とができる。
・解決方法を意思決定することがで
きる。

２年

・教師とともに、学級会で話しあうべ
き議題を考えている。

・学級会の議題の内容や提案理由
などを踏まえて、自分の考えをもって
いる。

・自分と他者の意見を比べながら聞
いている。

・相手の意見との違いが分かり、自
分の考えをはっきり言っている。

・話合いの進め方に沿って合意形成
を図っている。

・話し合って決めたことを友達と仲良
く助け合って実践し、活動の楽しさを
味わっている。

・活動したことが解決に向けてうまく
できたかを振り返っている。

２年

・みんなのためになる活動を考えて、
仲良く助け合って実践している。
・自分も学級のみんなも楽しめる活
動を、友達と仲良く助け合いながら
活動をつくりあげることができる。

２年

・身の回りの課題について知り、解決
方法について自分の考えをもつこと
ができる。
・解決方法を意思決定することがで
きる。

２年

・希望や目標をもつこと、働くことや
学ぶことについての課題を知り、解
決方法について自分の考えをもつこ
とができる。
・解決方法を意思決定することがで
きる。

３年

・教師の指導の下、事前に話合いの
手順を考えたり、計画に沿って進行
の仕方を考え、表現している。

・学級会の議題の内容や提案理由
などをしっかり捉え、解決するための
自分の考えもっている。

・学級全体のことを考えて、発表して
いる。

・自分の考えを分かりやすくまとめて
表現している。

・教師と共に話合いの議題を考え、
話合いの進め方に沿って合意形成
を図っている。

・話し合って決めたことについて、協
力し合って試行錯誤しながら実践し、
活動の楽しさを味わっている。

・活動したことを振り返って、取り組
み方を見直したり、新たな目標を発
見したりしている。

３年

・より明るい学級生活をつくるために
は、どんな係をつくればよいのかを
考えることができる。
・友達と協力し合いながら、活発で創
意工夫ある活動をつくりあげることが
できる。

３年

・日常生活の課題について気付き、
解決方法について自分の考えを伝
えることができる。
・解決方法を意思決定することがで
きる。

３年

・希望や目標をもつこと、働くことや
学ぶことについて、よりよく生活する
ための課題に気付き、解決方法につ
いて自分の考えを伝えることができ
る。
・解決方法を意思決定することがで
きる。

４年

・教師の指導の下、事前に話合いの
手順を考えたり、計画に沿って進行
の仕方を考え、表現している。

・学級会の議題の内容や提案理由
などをしっかり捉え、解決するための
自分の考えもっている。

・学級全体のことを考え、実践を見通
して考えを進んで発言している。

・他者の意見を取り入れながら、自
分の意見を分かりやすくまとめて表
現している。

・話合いの議題や提案理由に沿って
意見を考え、合意形成を図ってい
る。

・話し合って決めたことについて自分
の役割を果たしながら、協力し助け
合って実践している。

・活動したことを振り返って、追求の
仕方を見直したり、新たな目標を発
見したりしている。

４年

・より明るい学級生活をつくるために
は、どんな係をつくり、どんな活動を
したらよいのかを考えることができ
る。
・友達と協力し合いながら、創意工夫
ある活動をつくりあげることができ
る。

４年

・日常生活の課題について気付き、
解決方法について自分の考えを伝
えることができる。
・解決方法を意思決定することがで
きる。

４年

・希望や目標をもつこと、働くことや
学ぶことについて、よりよく生活する
ための課題に気付き、解決方法につ
いて自分の考えを伝えることができ
る。
・解決方法を意思決定することがで
きる。

５年

・解決しなければならない諸問題の
中から、学級会で話し合うべき議題
を選んでいる。

・学級会の議題の内容や提案理由
などをきちんと理解し、解決するため
の具体的な方法を考えている。

・教師の指導の下、事前に合意形成
に向けた話合いを見通して計画を考
え、表現している。

・経験や体験を生かして、実践可能
な建設的な考えを進んで発言してい
る。

・他者の考えの根拠をつかみ、自分
の考えと比べながら整理して、要点
をまとめて分かりやすく表現してい
る。

・理由などを比べ合い、友達の意見
を受け入れて、考えたことを伝え、合
意形成を図っている。

・話し合って決めたことについて、自
分や仲間のよさを認め合いながら実
践し、仲間と共に活動をつくり上げる
楽しさを味わっている。

・目標に向かって試行錯誤しながら
活動し、効果的な追求の仕方を発見
している。

・自分から進んで活動内容や方法を
振り返って、追求の仕方を見直した
り、新たな目標や問題を発見したりし
ている。

５年

・より豊かな学級生活をつくるために
は、どんな係をつくり、どんな活動を
したらよいのかを考えることができ
る。
・見通しをもって活動計画を立て、信
頼し支え合って実践している。
・自分のよさを十分生かし、友達を信
頼し互いに支え合いながら、活発で
創意工夫ある活動をつくりあげること
ができる。

５年

・日常生活の課題を認識し、解決方
法について自分の考えを伝えること
ができる。
・集団思考をもとに、自分に合ったよ
りよい解決方法を意思決定すること
ができる。

５年

・希望や目標をもつこと、働くことや
学ぶことについて、よりよく生きるた
めの課題を認識し、解決方法につい
て自分の考えを伝えることができる。
・集団思考をもとに、自分に合ったよ
りよい解決方法を意思決定すること
ができる。

６年

・解決しなければならない諸問題の
中から、学級会で話し合うべき議題
を選んでいる。

・学級会の議題の内容や提案理由
などをきちんと理解し、解決するため
の具体的な方法を考えている。

・教師の助言を受けながら、事前に
合意形成に向けて効率的な話合い
を見通して計画を考え、表現してい
る。

・経験や体験をもとに実践に向けて
の見通しをもち、実践可能な建設的
な考えを進んで発言している。

・他者の考えを共感的に理解しなが
ら自分の考えに取り入れて、要点を
まとめて分かりやすく表現している。

・学級生活を楽しくするために、提案
理由をもとにして比べ合い、友達の
意見を受け入れて、考えたことを伝
え、合意形成を図っている。

・合意形成したことの実現に向けて、
互いのよさや違いを生かし合いなが
ら実践し、仲間と共にやりとげる楽し
さを味わっている。

・目標に向かって試行錯誤しながら
活動し、より効果的な追求の仕方を
発見している。

・自分から進んで活動内容や方法を
振り返って、追求の仕方を改善した
り、新たな目標や問題を発見したりし
ている。

６年

・より豊かな学級、学年、学校生活を
つくるためには、どんな係をつくり、ど
んな活動をしたらよいのかを考える
ことができる。
・見通しをもって活動計画を立て、信
頼し支え合って実践している。
・自分や仲間のよさを十分生かし、
友達を信頼し互いに支え合いなが
ら、活発で創意工夫ある活動をつくり
あげることができる。

６年

・日常生活の課題を認識し、解決方
法について自分の考えを伝えること
ができる。
・集団思考をもとに、自分に合ったよ
りよい解決方法を意思決定すること
ができる。

６年

・希望や目標をもつこと、働くことや
学ぶことについて、よりよく生きるた
めの課題を認識し、解決方法につい
て自分の考えを伝えることができる。
・集団思考をもとに、自分に合ったよ
りよい解決方法を意思決定すること
ができる。

低
学
年

中
学
年

高
学
年

低
学
年

中
学
年

高
学
年

評
価
規
準

集団や社会の
形成者として
の思考・判断・

表現

内容
学級活動（１）
学級や学校における生活づくりへの参画

形態
話合い活動

計画委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事後の活動
係活動 集会活動

低
学
年

中
学
年

集会の内容や準備などについて考
え、仲良く助け合って実践している。

集会の計画や運営について、協力し
あって実践している。

集会の経過くっや運営について、見
通しをもって活動計画を立てるなど、
信頼し支え合って実践している。

高
学
年

学級活動（２）
日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

日常生活への自己の適応に関する
諸課題に気付き、解決方法などに
ついて話し合い、自分に合ったよりよ
い解決方法を意思決定して実践して
いる。

学級活動（３）
一人一人のキャリア形成と自己実現

日常生活への自己の適応に関する
諸課題を認識し、解決方法などにつ
いて話し合い、自分に合ったよりよい
解決方法を意思決定して実践してい
る。

希望や目標をもつこと、働くことや学
ぶことについての課題を知り、解決
方法などについて話し合い、自分に
合った解決方法を意思決定して実践
している。

希望や目標をもつこと、働くことや学
ぶことについて、よりよく生活するた
めの課題に気付き、解決方法など
について話し合い、自分に合った解
決方法を意思決定して実践してい
る。

希望や目標をもつこと、働くことや学
ぶことについて、よりよく生きる
ための課題を認識し、解決方法な
どについて話し合い、自分に合った
解決方法を意思決定して実践してい
る。

【評価規準】 【評価規準】

自己の身の回りの諸課題を知り、解
決方法などについて話し合い、自分
に合ったよりよい解決方法を意思決
定して実践している。



小学校

目標

係活動 集会活動

１年

・身の回りの困ったことや自分の
やってみたいことを考えようとしてい
る。

・話し合うことについて自分の考え
をもち、話合いの進め方に合わせ
て、自分の意見を伝えようとしてい
る。

・自分のすることや頑張ることを考
えようとしている。

・友達と仲良く活動しようとしてい
る。

１年

・自分がやりたいことを見付け係を
つくろうとする。
・自分から進んで係活動に取り組も
うとしている。
・友達と仲良く取り組もうとする。

１年
・自分から課題の解決に取り組もう
としている。
・みんなと仲よくしようとしている。

２年

・友達と相談して、解決すべき問題
やみんなでやってみたいことを見つ
け出そうとしている。

・学級会において、司会や記録の役
割に意欲をもって取り組もうとしてい
る。

・話し合うことについて自分の考え
をもって話合いに参加し、教師の助
けを借りながら、話し合って決めよう
としている。

・実践に向けて、自分のすることや
頑張ることを明らかにしようとしてい
る。

・話し合って決めたことを実現しよう
としたり、友達と仲良く活動しようし
たりしている。

２年

・自分がやりたいことを見付け係を
つくろうとする。
・自分から進んで、見通しをもったり
振り返ったりしながら係活動に取り
組もうとしている。
・友達と仲良く助け合って取り組もう
とする。

２年

・自分の生活を振り返り、進んで課
題の解決に取り組もうとしている。
・他者と仲よくしてよりよい関係をつ
くろうとしている。

３年

・身の回りの生活から問題点や改
善点を発見し、自分たちの問題かど
うかを決めようとしている。

・教師の助けを借りて、学級会の司
会や記録の仕事に意欲的に取り組
もうとしている。

・問題解決に向けて、自分の考えを
しっかりもって追求しようとしてい
る。

・決まったことに対して、自分の役割
を明らかにしようとしている。

・話し合って決めたことをもとに、自
分の役割を果たそうとしたり、みん
なが楽しく活動できるようにしようと
したりしている。

３年

・自分たちが学級のためにできる活
動を見付け、係をつくろうとしてい
る。
・より明るい生活づくりを目指し、協
力し合って見通しをもったり振り返っ
たりしながら取り組もうとする。

３年

・自分の生活を振り返り、意欲的に
課題の解決に取り組もうとしてい
る。
・他者と協力しようとしている。

４年

・自分たちで解決できる問題を見つ
け出し、問題解決に向けての見通し
をもち、追求の仕方を決めようとし
ている。

・教師の助けを借りながら、シナリオ
に合わせて意欲的に役割に取り組
もうとしている。

・問題解決に向けて、友達の考えを
取り入れて自分の考えを広げようと
している。

・話合いの進め方に合わせて自分
の意見を伝えようとしたり、友達の
意見に耳を傾けようとしている。

・実践に向けて、自分のすることや
頑張ることや集団の中での役割を
はっきりさせて、友達と助け合いな
がら活動しようとしている。

・話し合って決めたことを実現に向
けて、友達と協力して活動しようとし
ている。

４年

・自分たちが学級のためにできる活
動を見付け、係をつくろうとしてい
る。
・より明るい生活づくりを目指し、協
力し合って見通しをもったり振り返っ
たりしながら取り組もうとする。
・学級生活を楽しく充実するための
係活動を振り返り、今後の活動を工
夫しようとしている。

４年

・自分の生活について見通しをもっ
たり振り返ったりしながら、意欲的に
課題の解決に取り組もうとしてい
る。
・他者と協力してよりよい関係をつく
ろうとしている。

５年

・自分たちの願いや問題を工夫して
集め、議題を選択して決めようとし
ている。

・学級生活を楽しくするために、見
通しをもったり振り返ったりしなが
ら、話合いの準備に取り組もうとし
たり、話合いを進めようとしている。

・問題解決に向けて、多様な考えを
整理しながら、自分の考えをはっき
りしようとしている。

・提案された議題と提案理由に沿っ
て意見を伝えようとしたり、友達の
意見に耳を傾けようとしたりしてい
る。

・実践に向けて、自分のすべきこと
や友達と協力してすべきことをはっ
きりさせて活動しようとしている。

・話し合って決めたことをもとに、自
分の役割を果たそうとしたり、みん
なにとってよりよいものになるように
考えて活動したりしようとしている。

５年

・より豊かな学級生活づくりを目指
し、自主的に係活動に取り組もうと
する。
・自分のよさを生かす活動を見付
け、見通しをもったり振り返ったりし
ながら取り組もうとしている。

５年

・自分の生活について見通しをもっ
たり振り返ったりしながら、自主的に
課題の解決に取り組もうとしてい
る。
・他者を信頼しようとしている。

６年

・学級・学年・全校の立場から要望
や問題を集め、自分たちで解決す
べき事項を議題として、選択して決
定しようとしている。

・問題解決に向けて見通しをもち、
多様な考えを整理しながら、自分の
考えをはっきりさせようとしている。

・実践に向けて活動の目的や内容
を明確にして、自分の役割や友達と
協力してすべきことの見通しをはっ
きりもって活動しようとしている。

・話し合って決めたことをもとに、み
んなにとってよりよいものになるよう
に考えて準備したり活動したりして
いる。

６年

・より豊かな学級や学校の生活づく
りを目指し、自主的に係活動に取り
組もうとする。
・自分のよさや仲間のよさを生かす
活動を見付け、見通しをもったり振
り返ったりしながら取り組もうとして
いる。

６年

・自分の生活について見通しをもっ
たり振り返ったりしながら、自主的に
課題の解決に取り組もうとしてい
る。
・他者を信頼してよりよい関係をつく
ろうとしている。

低
学
年

中
学
年

高
学
年

低
学
年

中
学
年

高
学
年

評
価
規
準

主体的に生活
や人間関係を
よりよくしよう
とする態度

内容
学級活動（１）
学級や学校における生活づくりへの参画

形態
話合い活動

計画委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事後の活動

低
学
年

集会活動を楽しみにし、見通しを
もったり、振り返ったりしながら取り
組もうとしている。

楽しい集会活動をするために、見通
しをもったり、振り返ったりしながら
取り組もうとしている。

中
学
年

高
学
年

楽しく豊かな集会活動にするため
に、見通しをもったり、振り返ったり
しながら取り組もうとしている。

学級活動（３）
一人一人のキャリア形成と自己実現

自己の生活をよりよくするために、
見通しをもったり振り返ったりしなが
ら、自主的に課題解決に取り組み、
他者と信頼し合ってよりよい人間
関係を形成しようとしている。

【評価規準】 【評価規準】

現在及び将来にわたってよりよく生活するために、
見通しをもったり振り返ったりしながら、自己のよさを
生かし、他者と協働して、自己実現に向けて進んで行

動しようとしている。

現在及び将来にわたってよりよく生きるために、見
通しをもったり振り返ったりしながら、自己のよさを生
かし、他者と協働して、自己実現に向けて意欲的に行
動しようとしている。

現在及び将来にわたってよりよく生きるために、見通し
をもったり振り返ったりしながら、自己のよさを生かし、
他者と協働して、自己実現に向けて自主的に行動しよ
うとしている。

学級活動（２）
日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

自己の生活をよりよくするために、
見通しをもったり振り返ったりしなが
ら、進んで課題解決に取り組み、他
者と仲よくしてよりよい人間関係
を形成しようとしている。

自己の生活をよりよくするために、
見通しをもったり振り返ったりしなが
ら、意欲的に課題解決に取り組み、
他者と協力し合ってよりよい人間
関係を形成しようとしている。


